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こころを つなぐ まちづくり

●
第
10
回
国
東
市
隣
保
館
ま
つ
り

　

「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」

　
課
題
《
ま
つ
り
》
応
募
作
品

鬼
に
笑
み
祭
り
の
主
役
子
ど
も
獅
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
見
町
　
倉
　
本

老
友
が
み
ん
な
集
ま
る
隣
保
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
町
　
室
　
　
　
利
　
則

■日時　６月１日（木）　午前10時～午後３時
■場所　みんなんかん、アストくにさき、武蔵中央公民館、安岐総合支所
■内容　高齢者・子ども・女性の人権・同和問題、家庭内や隣近所とのもめごと等
■主催　杵築人権擁護委員協議会　大分地方法務局杵築支局

【問合先】社会教育課　☎ 0978-72-2121  FAX 0978-72-4070

「子どもの気になる行動を知る」
別府発達医療センター　宮　本　久美子さん

平成29年５月17日㈬
午後６時～７時30分
アストくにさき
マルチホール
※ 託児あります。

第１回　身になる人権講座 日
時

会
場

【６月１日は人権擁護委員の日です】
「人権擁護委員の日」にちなみ、『人権なんでも相談所（無料相談所）』を開設します。

【問合先】杵築人権擁護委員協議会　☎0978-62-2271
　　　　　人権・同和対策課　　　　☎0978-72-0354

　
市
報
４
月
号
で
も
少
し
ふ
れ
ま
し
た
が
、「
部
落
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
略
称
：
部
落
差
別
解
消
法
）
が

２
０
１
６
年
12
月
16
日
に
公
布
、
即
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
の
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置

法
」
に
始
ま
り
、
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
に
法
切
れ
し
た

「
地
対
財
特
法
」
ま
で
の
33
年
間
、
法
律
に
基
づ
き
様
々
な

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
実
態
的
差
別
は
改

善
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
も
の
の
、「
心
理
的
差
別
は
現
存
す
る

の
か
ど
う
か
？
」の
中
で
の
法
施
行
で
す
。部
落
差
別
解
消
法

は
全
６
条
の
理
念
法
で
す
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
す
。

　
こ
の
部
落
差
別
解
消
法
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
現
在
も

な
お
部
落
差
別
が
存
在
す
る
」（
第
１
条
）
と
部
落
差
別
の
存

在
を
公
式
に
認
知
し
た
こ
と
で
す
。
部
落
問
題
解
決
の
出
発

点
は
、
部
落
差
別
が
今
尚
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
で
す
。
地

区
人
権
学
習
会
で
参
加
者
の
意
見
と
し
て
「
も
う
部
落
差
別

な
ん
て
存
在
し
な
い
」、「
あ
っ
て
も
た
い
し
た
こ
と
で
は
な

い
」、「
そ
れ
は
昔
の
話
じ
ゃ
な
い
の
か
」
と
悪
気
な
く
言
わ

れ
ま
す
。
部
落
差
別
解
消
法
は
こ
う
し
た
主
観
的
な
部
落
差

別
の
認
識
論
に
決
着
を
つ
け
ま
し
た
。
同
和
問
題
は
、
新
た

に
法
律
を
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
厳
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
部
落
差
別
解
消
法
の
第
１
条
に
は
「
部
落
差
別
の

解
消
を
推
進
し
、
も
っ
て
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
こ
の
法
律
の
目
的
が
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
部
落

問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
法
律
は
こ
れ
が
初
め
て
で
す
。

こ
の
間
の
法
律
の
目
的
は
部
落
差
別
の
解
消
で
は
な
く
、
同

和
対
策
事
業
の
目
標
設
定
と
地
域
住
民
の
生
活
の
向
上
で
し

た
。

　
部
落
差
別
解
消
法
は
、
部
落
問
題
解
決
を
実
現
す
る
た
め

の
施
策
展
開
を
国
及
び
地
方
自
治
体
に
求
め
て
い
ま
す
。
第

３
条
が
そ
れ
で
、「
国
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
を
講
ず
る
」
と
し
、
地
方

自
治
体
に
は
「
そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を
講
ず
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
理
念
法
で
あ

る
た
め
具
体
的
な
施
策
の
中
身
や
そ
れ
に
伴
う
予
算
措
置
に

つ
い
て
の
言
及
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
我
々
の

努
力
と
取
り
組
み
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
何
を
す
る
こ
と
が

「
部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
」
と
な
る
の
か
、
議
論

が
始
ま
り
ま
す
。

　
第
４
条
か
ら
６
条
に
は
国
と
地
方
自
治
体
の
「
相
談
体
制

の
充
実
」「
教
育
及
び
啓
発
」「
部
落
差
別
の
実
態
に
係
る
調

査
」
を
行
な
う
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。「
相
談
体
制
の
充

実
」
を
求
め
た
の
は
、
従
来
国
は
人
権
侵
害
に
関
す
る
相
談

は
現
行
の
人
権
擁
護
委
員
制
度
で
カ
バ
ー
で
き
る
と
い
っ
て

き
ま
し
た
が
、
部
落
差
別
の
厳
し
さ
か
ら
こ
の
項
目
を
設
け

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
教
育
及
び
啓
発
」
は
、
２
０
０

２
年
の
法
切
れ
な
ど
が
影
響
し
て
か
「
同
和
教
育
の
軽
視
」

や
「
部
落
問
題
抜
き
の
人
権
教
育
」
へ
の
警
鐘
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。「
部
落
差
別
の
実
態
に
係
る
調
査
」
は
、
何
を
部
落
差

別
の
実
態
と
捉
え
る
か
で
あ
り
、
議
論
が
必
要
で
す
。

　
何
は
と
も
あ
れ
喫
緊
の
課
題
は
、
こ
の
部
落
差
別
解
消
法

を
徹
底
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

す
。
み
な
さ
ん
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
は
活
用
も
課
題

も
出
て
き
ま
せ
ん
。
そ
の
取
り
組
み
が
焦
眉
の
急
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
：
安
岐
分
室
　
本
多
）

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た

シ
リ
ー
ズ
「
同
和
問
題
⑧
」

平
成
29
年
度

園
・
学
校
管
理
職
等
の
紹
介

教
育
の
里
だ
よ
り

　
今
年
度
も
、
新
し
い
体
制
の
も
と
、
園
・
学
校
の
新
学
期
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
各
園
・
学
校
の
管
理
職
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

　
国
東
市
で
は
、
各
園
・
学
校
が
教
育
目
標
を
掲
げ
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
三
者
が
連
携
し
な
が
ら
教
育
を
進
め
て
い
く
、
「
地
域
総
ぐ
る
み
の

教
育
＝
目
標
協
働
達
成
の
取
組
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
品
性
」
「
追
究
」
「
自
立
」
を
基
盤
に
、
教
育
の
質
の
向
上

も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
新
入
園
児
・
児
童
・
生
徒
を
迎
え
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
、
園
・

学
校
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。幼

　稚

　園

幼
稚
園
名

園

　長

副
園
長

熊
毛
幼
稚
園

富
来
幼
稚
園

安
岐
中
央
幼
稚
園

安
岐
幼
稚
園

新
原
　
克
哉

井
手
　
俊
郎

佐
藤
　
直
美

糸
永
　
敏
明

清
水
　
裕
子

井
上
加
奈
江

田
川
　
勝
樹

奥
　
　
陽
子

小
・
中
学
校

学
校
名

校

　長

教

　頭

竹
田
津
小
学
校

伊
美
小
学
校

熊
毛
小
学
校

富
来
小
学
校

河
野
　
一
也

松
成
登
美
子

新
原
　
克
哉

井
手
　
俊
郎

猪
俣
　
光
良

丹
田
　
康
彦

清
水
　
裕
子

井
上
加
奈
江

西
方
寺
・
竹
田
津
・
鬼
籠
・
櫛
海

赤
根
・
千
灯
・
野
田
・
中
・
伊
美
・
櫛
来

岐
部
・
小
熊
毛
・
大
熊
毛
・
向
田

小
原

治
郎
丸
・
綱
井
・
重
藤

池
ノ
内
・
内
田
・
古
市
・
糸
原
・
小
城
・
三
井
寺
・
志
和
利
・
成
吉

手
野
・
吉
広
・
麻
田
・
狭
間
・
丸
小
野

校

　
　
　区

【
問
合
先
】
学
校
教
育
課
　
☎
０
９
７
８
ー
７
３
ー
０
０
６
６

■
校
区
に
つ
い
て

※

特
例
な
事
情
に
よ
り
、
指
定
さ
れ
た
学
校
へ
の
就
学
が
困
難
な
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
、

国
東
市
立
小
・
中
学
校
通
学
区
域
の
変
更
等
に
関
す
る
許
可
要
件
に
基
づ
き
、
就学校の

変
更
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
請
手
続
き
：
国
東
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
☎
０
９
７
８―

７
３―

００６６

）

面
談
日
程
を
調
整
し
ま
す
。詳
細
は
国
東
市
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。ご
参
照ください。

国
東
小
学
校

岩
光
　
一
郎

諸
冨
　
　
理

馬
場
・
下
原
・
塩
屋
・
向
陽
台

国
見
町
内
全
域

国
東
町
内
全
域

武
蔵
東
小
校
区
・
武
蔵
西
小
校
区

安
岐
町
内
全
域
・
向
陽
台

両
子
・
富
清
・
糸
永
・
明
治
・
朝
来
・
矢
川
・
山
浦
・
掛
樋
・
油
留
木

吉
松
・
瀬
戸
田
・
成
久
・
中
園
・
大
添
・
山
口
・
下
山
口
・
西
本

浜
・
来
浦
・
岩
戸
寺
・
深
江
・
東
堅
来
・
富
来
浦
　

浜
崎
・
富
来
・
大
恩
寺

成
仏
・
下
成
仏
・
見
地
・
中
田
・
横
手
・
岩
屋
　

赤
松
・
北
江
・
田
深
・
川
原
・
原
・
安
国
寺
・
鶴
川

小
原
小
学
校

旭
日
小
学
校

武
蔵
東
小
学
校

武
蔵
西
小
学
校

西
村
　
和
彦

阿
南
　
清
隆

橋
本
　
邦
彦

滝
口
　
俊
也

福
田
千
代
子

岩
尾
　
一
寿

山
田
　
弘
司

丸
尾
　
　
修

安
岐
中
央
小
学
校

佐
藤
　
直
美

田
川
　
勝
樹

安
岐
小
学
校

国
見
中
学
校

国
東
中
学
校

武
蔵
中
学
校

安
岐
中
学
校

糸
永
　
敏
明

神
　
　
淳
祐

本
多
　
洋
介

矢
野
　
之
英

伊
藤
　
尊
和

奥
　
　
陽
子

石
丸
　
哲
二

渡
邊
　
昌
教

清
輔
　
康
一

溝
部
　
　
剛
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